
令和７年度 御船が丘小 学校だより 

 

 

 

☆授業参観ありがとうございました☆ 

 ６月１７日（火）には、授業参観を実施しました。たくさんの保護者の方々に参観頂き、ありがとう

ございました。子どもたちは、一人一人スピードは違いますが、新しい学級にも徐々に慣れ、よく頑

張っています。本校では、「午前中にも授業参観を開催してほしい」という保護者の方々からの要

望もあり、数年前から午前中にも授業参観を実施しております。「午前中は仕事を休みにくい」とい

う方もいらっしゃると思いますが、ご理解ご協力をよろしくお願いします。 

☆全校朝会での校長の話☆ 「6月 しあわせのバケツ」(5月 28日) 
 

 

 

 

  

 

６月の全校朝会では「しあわせのバケツ」の読み聞かせをしました。一番伝えたかったことは、み

んな平等に幸せになる権利をもっていること。その権利を、「いじめなどで奪うことは、決して許され

ないこと。」そして、「いじめた自分もしあわせのバケツが空っぽになる」ということです。みんなが相

手のことを思いやり、みんなの「しあわせのバケツ」がいっぱいになることを願っています。 

「7月 七夕の話」(6月 25日) 

 

 

 

 

 

 

７月の全校朝会では、「七夕の話」をしました。七夕クイズと題して、いくつか問題を出し最後に

七夕の歌『たなばたさま』にある「五色の短冊……♪」その５つの色は「青・赤・黄・白・紫」であるこ

とと、青（人間力）、赤（感謝）、黄（友達を大切に）白（きまりを守る）、紫（学業の向上）の意味を伝

えました。今は五色の短冊は減っていますが、人として大切にしたい視点だと思い、話をしました。 
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著作権の関係上、HP上でのスライド掲載は省いています。 



☆いじめ防止教室（4～6年生）を開催☆ 

 6 月 19 日（木）の 3 校時目に「いじめ防止教室」を実施しま

した。今年度は、御船が丘小の卒業生で、現在、NBC ラジオ

「あさかラ」やケーブルワン「サプライフ！りなさんぽ」に出演さ

れている青木理奈さんをお招きしてお話いただきました。  

 小学３年生の時に「大声女」と言われたことやタレントをして

いると、たくさん励ましの言葉がある一方、誹謗中傷な言葉も

SNS に書き込まれているそうで、とても傷つくことなどを例に、

「言葉の重み」について話をされました。そして、「言葉を大切にしてほしい」「温かい言葉をたくさ

ん言ってほしい」ことや、もしも友達関係で傷ついた時は、ご家族や先生たちなど「大人を信用し

て相談してほしい」という話をしていただきました。子どもたちは、長時間にもかかわらず、最後まで

真剣な態度で話を聞いていて、一人一人の心に響いた様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆受渡訓練のご協力ありがとうございました☆ 

6 月 7 日（土）の土曜等開校日の放課後、豪雨等の緊急時

に子ども達を安全に下校させる方策として児童の受渡訓練を

実施しました。今年度もどの家庭にも経験してもらうために、３

年生の子ども達の家庭を対象に行いました。 

60 家庭を超える保護者の方々の協力を得て、迎えの確認、

子どもの呼び出し、受け渡しの手順の確認を行うことができま

した。ご協力ありがとうございました。 

６７,８月の行事予定  

 

 

 

 

 

 

 

＜７月＞             

２日(水)学年朝会     17日(木）情報モラル教室（３～６年） 

３日(木)委員会活動    18日(金) 夏休みを迎える会 

10日(木)クラブ活動     22日(火) ～8月 24日（日）夏季休業 

14日(月) ～18日（金）  22日(火) ～25日（金） 

マイエプロン週間     保護者面談（希望者） 
15日(火)  

西部教育事務所学校訪問 

 16日(水）平和集会 

＜８月＞ 

１日（金）雄武町交流会 

     ６年学年登校日 

みふねの集い 

９日(土)～１７日(日) 

学校閉庁日 

 19日（火）学校保健・給食委員会 

25日（月）全校 3時間（給食なし） 

26日（火）全校４時間（給食あり） 

【子どもたちの感想】 

・自分が冗談で言っても、相手が違うように受け取ってしまうことがわかりました。一つ一つの言

葉を相手のことをしっかり考えながら言わなければならないと思いました。 

・自分の運命の人は誰かなと思いました。私は、友達とお母さんとお父さんだと思いました。そ

して、これから友達と話すときは、相手の立場になって考えながら過ごしたいなと思いました。

また、自分が嫌なことをされた時も相手の立場になって考えたいなと思いました。 

・暴言は相手にとって小さな言葉でも、自分にとってはとても悲しくなる大きな言葉だなと思い

ました。私は、自分がしてほしくないことは、ハッキリと言うタイプなので、その時は、「相手の立

場になって考える」この言葉を思い出して発言しようと思います。 

 


